
記者発表（資料配布）

月日（曜日） 担当課班名 ＴＥＬ 発表者名 その他の発表

（担当班長名） ・配布先

12／9（金） 教職員課 内線 5665 課長 今井 一之 な し

考 査 班 直通 078-362-3747 （岡田 悟）

平成２８年度 兵庫県教育功労者表彰(知事表彰)について

１ 表彰の趣旨

県下教育の振興に貢献し、その行為が広く県民の模範となるべき人々を表彰し、その功績に報

いるとともに本県教育の発展に資することを目的とした表彰（知事表彰）である。

２ 平成２８年度受賞者数

区 分 人 数 内 訳

大 学 ４名 理事長兼学長 １名、教授 ３名

高 等 学 校 ２４名 校長 ２１名、事務長 ３名

中 学 校 ２４名 校長 ２４名

小 学 校 ４１名 校長 ４１名

特 別 支 援 学 校 ４名 校長 ４名

教 育 行 政 ５名 前教育長 １名、前教育委員長 ２名

県教育委員会事務局等職員 ２名

計 １０２名

【参考１】昭和２４年１１月に第１回表彰式を実施し、今回が６８回目である。

前回までに４，１０３名が表彰されている。

【参考２】過去５年の受賞者数

平成２３年度 ９５名

平成２４年度 ９７名

平成２５年度 １０６名

平成２６年度 １２２名

平成２７年度 １１３名

３ 表彰基準

(1) 公立学校教職員として引き続き３０年以上勤務し、功績顕著な者

(2) 永年教育行政に従事し、功績顕著な者

(3) その他、特に表彰に値すると認められる者

４ 表彰式

(1) 日 時 平成２８年１２月１６日（金） 午後２時から

(2) 場 所 兵庫県公館 大会議室

神戸市中央区下山手通４丁目４番１号

(3) 内 容 知事から受賞者に表彰状と記念品を贈呈し、功績を讃えるとともに感謝の意を

表す。



平成28年度(第 68回) 兵庫県教育功労者表彰式次第 

 

 

１ 日   時       平成28年12月16日(金) 午後２時から 

 

２ 会   場       兵庫県公館 

 

３ 表 彰 式 (14：00～14：40) 

  (1) 開  式 

  (2) 国歌斉唱 

  (3) 表彰状及び記念品贈呈 

  (4) あいさつ 

  (5) お祝いのことば 

  (6) お礼のことば 

  (7) 閉  式 

 

４ 記 念 撮 影 (14：40～15：00)          

 
 
 
 
 



大　　　 学 (4名)

清　原　正　義 兵 庫 県 立 大 学 理 事 長 兼 学 長

水　野　利　英 兵 庫 県 立 大 学 教 授

木　庭　　　淳 兵 庫 県 立 大 学 教 授

杉　村　高　志 兵 庫 県 立 大 学 教 授

高 等 学 校（24名）

　 岡　　　克　也 県 立 神 戸 高 塚 高 等 学 校 長

小　河　　　徹 県 立 兵 庫 工 業 高 等 学 校 長

　 小松原　　　勉 県 立 尼 崎 北 高 等 学 校 長

吉　永　一　郎 県 立 伊 丹 高 等 学 校 長

八　木　基　雄 県 立 宝 塚 西 高 等 学 校 長

竹　中　敏　浩 県 立 北 摂 三 田 高 等 学 校 長

髙　橋　敬　介 県 立 三 田 祥 雲 館 高 等 学 校 長

永　井　邦　治 県 立 明 石 高 等 学 校 長

西　田　勝　弘 県 立 明 石 南 高 等 学 校 長

藤　原　寿　夫 県 立 明 石 北 高 等 学 校 長

松　﨑　隆　幸 県 立 農 業 高 等 学 校 長

小　西　重　正 県 立 西 脇 工 業 高 等 学 校 長

澤　田　陽　一 県 立 三 木 高 等 学 校 長

内　橋　紀　裕 県 立 小 野 高 等 学 校 長

尾　﨑　文　雄 県 立 姫 路 西 高 等 学 校 長

　田　　　哲 県 立 姫 路 南 高 等 学 校 長

松　原　秀　和 県 立 網 干 高 等 学 校 長

船　倉　一　郎 県 立 飾 磨 工 業 高 等 学 校 長

内　海　芳　樹 県 立 相 生 高 等 学 校 長

石　野　勝　己 県 立 出 石 高 等 学 校 長

鳥　井　匠　巳 県 立 八 鹿 高 等 学 校 長

　　　　　　 平成28年度　兵庫県教育功労者表彰受賞者名簿



髙　橋　洋　一 県 立 神 戸 高 等 学 校 事 務 長

　 西　村　武　男 県 立 長 田 高 等 学 校 事 務 長

森　　　俊　雄 県 立 加 古 川 東 高 等 学 校 事 務 長

中　学　校（24名）

小野原　　　豊 神 戸 市 立 高 倉 中 学 校 長

保　田　良　明 神 戸 市 立 垂 水 東 中 学 校 長

玉　橋　雅　人 神 戸 市 立 歌 敷 山 中 学 校 長

笹　　　信　隆 神 戸 市 立 星 陵 台 中 学 校 長

中　阪　　　守 神 戸 市 立 有 馬 中 学 校 長

東　　　茂　樹 神 戸 市 立 唐 櫃 中 学 校 長

川　島　隆　司 神 戸 市 立 小 部 中 学 校 長

玉　置　章　司 神 戸 市 立 西 神 中 学 校 長

德　田　尊　嗣 尼 崎 市 立 園 田 東 中 学 校 長

下　垣　　　稔 西 宮 市 立 浜 脇 中 学 校 長

蘆　原　時　政 伊 丹 市 立 松 崎 中 学 校 長

　 泉　　　 　治 川 西 市 立 東 谷 中 学 校 長

増　野　史　郎 三 田 市 立 け や き 台 中 学 校 長

池　田　義　典 明 石 市 立 魚 住 中 学 校 長

　 東　　　智　之 西 脇 市 立 西 脇 中 学 校 長

後　藤　倫　明 加 西 市 立 加 西 中 学 校 長

佐　藤　昭　則 稲 美 町 立 稲 美 中 学 校 長

森　　　敏　雄 播 磨 町 立 播 磨 南 中 学 校 長

田　中　智　也 姫 路 市 立 灘 中 学 校 長

亀　井　利　信 赤 穂 市 立 赤 穂 西 中 学 校 長

入　江　多喜夫 福 崎 町 立 福 崎 東 中 学 校 長

坂　田　光　彦 豊 岡 市 立 城 崎 中 学 校 長

奥　野　隆　之 丹 波 市 立 市 島 中 学 校 長

田　中　勝　治 洲 本 市 立 洲 浜 中 学 校 長



小　学　校（41名）

田　村　　　誠 神 戸 市 立 東 灘 小 学 校 長

小　林　昌　人 神 戸 市 立 西 須 磨 小 学 校 長

谷　口　文　昭 神 戸 市 立 横 尾 小 学 校 長

川　本　京　子 神 戸 市 立 南 落 合 小 学 校 長

島　本　知　弘 神 戸 市 立 霞 ヶ 丘 小 学 校 長

森　本　　　毅 神 戸 市 立 本 多 聞 小 学 校 長

中　西　康　夫 神 戸 市 立 有 野 台 小 学 校 長

末　政　　　進 神 戸 市 立 花 山 小 学 校 長

小　坂　　　明 神 戸 市 立 桂 木 小 学 校 長

川　見　孝　男 尼 崎 市 立 尼 崎 北 小 学 校 長

櫻　井　美　子 西 宮 市 立 今 津 小 学 校 長

谷　川　久　 芦 屋 市 立 精 道 小 学 校 長

河　﨑　信　良 伊 丹 市 立 伊 丹 小 学 校 長

大　橋　昭　博 伊 丹 市 立 鈴 原 小 学 校 長

芝　田　城　治 宝 塚 市 立 小 浜 小 学 校 長

　野　雅　憲 宝 塚 市 立 仁 川 小 学 校 長

綿　巻　秀　樹 川 西 市 立 川 西 北 小 学 校 長

松　田　康　宏 川 西 市 立 東 谷 小 学 校 長

和　田　守　也 明 石 市 立 人 丸 小 学 校 長

釜　江　憲　史 加 古 川 市 立 陵 北 小 学 校 長

近　藤　義　貴 加 古 川 市 立 東 神 吉 南 小 学 校 長

岡　崎　修　一 高 砂 市 立 荒 井 小 学 校 長

岡　本　　　悟 西 脇 市 立 西 脇 小 学 校 長

藤　本　隆　裕 三 木 市 立 広 野 小 学 校 長

小笠原　修　三 小 野 市 立 来 住 小 学 校 長

田　中　寿　一 加 東 市 立 社 小 学 校 長

原　田　貞　雄 姫 路 市 立 城 陽 小 学 校 長

米　澤　隆　行 相 生 市 立 若 狭 野 小 学 校 長



山　形　一　成 た つ の 市 立 御 津 小 学 校 長

立　岩　宏　一 神 河 町 立 寺 前 小 学 校 長

長　田　浩　二 佐 用 町 立 南 光 小 学 校 長

　田　和　彦 佐 用 町 立 三 河 小 学 校 長

　 立　脇　　　智 豊 岡 市 立 五 荘 小 学 校 長

西　村　一　範 豊 岡 市 立 城 崎 小 学 校 長

三　輪　直　人 豊 岡 市 立 日 高 小 学 校 長

高　橋　京　子 篠 山 市 立 篠 山 小 学 校 長

西　田　正　志 篠 山 市 立 城 東 小 学 校 長

　木　裕　一 丹 波 市 立 大 路 小 学 校 長

沖　田　雅　一 洲 本 市 立 洲 本 第 一 小 学 校 長

大　木　邦　博 洲 本 市 立 洲 本 第 三 小 学 校 長

篠　原　隆　子 洲 本 市 立 安 乎 小 学 校 長
　
特別支援学校（4名）

　 竹　田　和　由 県 立 神 戸 特 別 支 援 学 校 長

髙　濵　　　隆 県立姫路しらさぎ特別支援学校長

沖　汐　守　彦 県 立 西 は り ま 特 別 支 援 学 校 長

　 足　立　恵　宣 県 立 和 田 山 特 別 支 援 学 校 長

教 育 行 政（5名）

大　澤　洋　一 前 三 田 市 教 育 長

武　本　　　尚 前 相 生 市 教 育 委 員 長

津　崎　利久子 前 養 父 市 教 育 委 員 長

高　尾　尚　登 県 教 育 委 員 会 事 務 局 総 務 課 参 事
（兵庫県学校給食・食育支援センター所長）

平　井　　　理 県 立 歴 史 博 物 館 館 長 補 佐

計　１０２名



 
主な受賞者のプロフィール 

  

所属・職名   兵庫県立大学理事長兼学長   氏 名 
  き よ は ら     ま さ よ し 
   清 原  正 義（69歳） 

 プロフィール ・ 兵庫県立大学学長(平成22年度から平成24年度)、理事長兼学長(平成25年度か

ら平成28年度)として、強いリーダーシップのもとで大学改革を進め、個性・特

色のある取組をより効果的に進めるため、平成25年度に同学を公立大学法人に

移行させた。 

・ 神戸情報科学キャンパス、豊岡ジオ・コウノトリキャンパス、産学連携・研

究推進機構、地域創造機構、放射線ナノテクセンター、自然・環境科学研究所

天文科学センター及び総合教育機構防災教育研究センターを設置するなど研究

環境の整備に尽力し、同学の社会貢献活動及び研究機能を大きく向上させた。 

所属・職名   県立姫路西高等学校長   氏 名 
  お ざ き      ふ み お 
   尾 﨑  文 雄（59歳） 

 プロフィール ・ 兵庫県立学校長協会会長(平成27年度)として、県立学校における様々な課題

解決に取り組み、県立学校全体の充実と発展、高等学校教育の発展に大きく貢

献した。 

・ 阪神地域新設多部制単位制高等学校・高等特別支援学校開設準備室長として、

県立阪神昆陽高等学校及び阪神昆陽特別支援学校の設置に尽力し、また、同校

の初代校長として、両校生徒が同じ教室等で学ぶ交流及び共同学習に積極的に

取り組んだ。 

所属・職名   県立農業高等学校長   氏 名 
  ま つ ざ き     た か ゆ き 
   松 﨑  隆 幸（60歳） 

 プロフィール ・ 兵庫県立学校長協会副会長(平成28年度)として、会長をよく補佐し、県立学

校における様々な課題解決に取り組み、県立学校全体の充実と発展、高等学校

教育の発展に貢献した。 

・ 兵庫県立学校長協会農水産部会長、兵庫県高等学校教育研究会農水産部会長

及び兵庫県産業教育振興会常任理事(平成26年度から平成28年度)として、農水

産教育をはじめ本県の産業教育の充実と発展に大きく貢献した。 

 



 

主な受賞者のプロフィール 

 

所属・職名   神戸市立小部中学校長   氏 名 
  か わ し ま      た か し 
   川 島  隆 司（59歳） 

 プロフィール ・ 全日本中学校長会理事、近畿中学校長会理事及び兵庫県中学校長会会長(平成

28年度)として、本県はもとより全国の中学校教育の充実と発展に寄与した。 

・ 神戸市教委教職員課在籍中は、首席人事主事として、神戸市全体の教育推進

のため、人事異動の活性化やルールの見直しに尽力した。 

 所属・職名   西宮市立今津小学校長 氏 名 
  さ く ら い     よ し こ 
   櫻 井  美 子（60歳） 

 プロフィール ・ 阪神女性校長会会長(平成27年度)として、阪神地域の女性管理職をよくまと

め、小学校教育の充実と発展に寄与するとともに、女性管理職の育成にも大き

く貢献した。 

・ 西宮市教委在職中は、西宮市立総合教育センター課長補佐として、小学校英

語活動における研修体系の確立に尽力し、その円滑な導入に大きく貢献した。 

 所属・職名   県立西はりま特別支援学校長   氏 名 
  お き し お     も り ひ こ 
   沖 汐  守 彦（59歳） 

 プロフィール ・ 兵庫県立特別支援学校長会会長(平成26年度)として、本県特別支援教育への

理解啓発を図るとともに、教員の資質向上、児童生徒一人ひとりの障害に応じ

た指導や支援の充実に努めるなど、広く特別支援教育の発展に寄与した。 

・ 県教委在職中は、人権教育課長として、発達の段階に応じた人権教育を推進

するため、人権教育の指導等を通じて、教職員の人権意識の高揚と指導力向上

に尽力した。 

 所属・職名    前養父市教育委員長   氏 名 
   つ ざ き        り く こ 
   津 崎  利久子（72歳） 

プロフィール ・ 養父市教育委員長として、市内小中学校の学校評価に基づく開かれた学校づ

くりに取り組むなど、第２期養父市教育振興基本計画による「一人ひとりが心

豊かで、生きる力を生涯学ぶまちづくり」の推進に尽力した。 

・  児童生徒の豊かな心の育成、学力の向上及び地域活性化を図る小中一貫教育

の推進に取り組み、これからの養父市を担う人づくりに大きく貢献した。 

 


